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石　井 悌 先 生

土 生 　　昶 申

農業技術研究所昆 虫同定分類研究室

　1959年 11 月 19 日石井　悌先 生 が 心 臓 衰 弱 で 65才 の 生 涯 を 閉 じられ た．高血 圧 と不 眠症

の 治療 の ため東京医科大学附属病院に 入 院中で あつ た が，な くなられ る とは 夢 に も思つ て

い な か つ た だ けに，知らせ を 受 けて あ ま り突 然 な の で ぼ う 然 と した の は 私だけで はな かつ

た，こ こ に 先生の 御冥福を お 祈りする と ともに，先生 の 略歴 ・業績や 思 い 出などをつ づ ら

せ て い た だ きた い．

　 先 生 は 1894年 （明 治 27年） 8 月 6 日神

奈川県 の 大根村に 生 れ た， ユ918年 （大正

7 年） 7 月菓京帝国大学農科大学農学実科

を 卒業 後 た だ ちに 同 大 学の 嘱託 員 （同年11

月か ら雇）と して 勤務 さ れ，1920 年 6 月 に

植物検査 所長崎支所長を拝命 ，
1927年 （昭

和 2 年） 6 月農林省農事試験場 技 手を 命ぜ

られ ，
Z932年 8 月 農学博士 の 学位を授与

され，1935年 9 月東京帝圏大学農学部実科

が 東京高等農林学校 〔1949年以降東京 農 工

大学農学部）として 独立 した際 に 教授 と し

て 迎え られ，こ の 間 1949年 6 月
〜 1952年

5 月農学部長 に 就任，1958 年 3月停年 で 退

宮され 名誉教授 に な られた．同年 4 月社団

法人 日 本植物防疫協会研 究所 長 に 就任 さ

れ ， 現在に 至 つ た．1936 年 日 本昆虫学会の

評議員とな り 2G年 あ まり本会の ために 尽

され，こ の 間 1947〜1948 年に は本会会長，

1956〜1957 年 に は副会長 とな られ た．ま た

応 用 動物学会で は 1946〜1956年，

虫学会で は 1957年か ら評 議員 と して 努 め られ た．

Dr ．　Tei 　Ishii （1894−1959）

日 本応用 昆虫学会で は 1939〜1956年 ， 日本応用勁物昆

　先生は農科大学実科を 御卒業後 ， 佐 々 木忠治郎博士 の 助手 を され た が，色 々 な 昆虫を飼

育中に多数 の 寄生蜂が 羽 化 して くる の を見 られて 強 い 興味を 感 じ られ ， こ れ らの 寄生蜂の

研 究 を 決 心 され k の が 先 生 の 生涯 の お仕事 の 動機で あ つ た，長 II奇に 赴 任 され て か らも 熱 心

に 文献や 標木の 蒐集に 努め られ，独学で 研究を続けられ た．当時長1晦地方 の 果樹園で は カ

9 ガ ラ ム シ 類 が猛威をふ る つ て い た の で ，先生 は こ れ らの 天敵 や 駆除法 に 目を向けられ，
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そ の一つ の ル ビ
ー

ロ ウム シ の 天敵 に つ い て 硯究 され て ，
1923 年に 発 表 さ れた Observations

on 　the　Hymenopterous　 parasites　 of 　Ceroptastes　 rubens ，　 Mask ．，　 with 　 descriptions

of 　new 　genera 　and 　 species 　 of　the 　subfamily 　Encyrtinae （Bull．　Imp ．　Plant．　 Quar．

Stat，　 nD ．3，　pp ．69〜112）が先生の 処女論文 で あ る （厳密 に雷 うと，病虫害雑誌 7，　 PP ・

686〜689（1920）　に 発 表 され た 「独活 の 二 害虫 に 就 て 」が，私 の 知 るか ぎりで は 先生が昆

虫に 関 して 書 か れ た最初 の もの で は な い か と思 う）．ま た長崎地 方で は ミ カ ン トゲ コ ナ ジ ラ

ミが ひ どい 害を与え て い た が，ユ924 年 10月 イ タ リ
ー

の F・Silvestri 博士が 中国 に 渡 られ

る途中長i畸に 寄られ た 際，先生は こ の トゲ コ ナ ジ ラ ミの 天敵を 是非探が して ほ しい と博士

に依頼 された とこ ろ，翌年 5 月博士は シ ル ベ ス ト リ小蜂 とテ ン トウ ム シ の 一種 を広東か ら

持参された．これが 伊木力村の ミカ ン 園に 放飼され た結果 ，
い まで は ミ カ ン トゲ コ ナ ジ ラ

ミが 見られ な くなつ た こ とは 有名で あ る． ミカ ン トゲ コ ナ ジ ラ ミ とその 天敵に 関 して は，

桑名伊之吉博士 と 共著で 園芸之研究 第 22 号 （1927）お よび 農林省農務局病菌害虫彙 報第

18号 （ユ928）に 発 表 され た，また ア メ リカ で 使 わ れ て い た機械油乳剤を ヤ ノ ネ カ イガ ラ ム

シ に応用 されて ，こ の 害虫の 駆 除に 大 きな 貢献を され た，

　東京西ケ 原 の 農事試験場に 移られ て も小蜂 の 研究は続 けられ， トビ コ バ チ科 に 関す る研

究を ま とめ て The 　Encyrtinae 　of 　Japan（Bu1L　Imp・Agr・Exp ・Stat・2（4）・PP ・79〜

160 （1928）） お よ び The 　 Encyrtinae 　 of 　 japan．　 II　 Studies　 on 　 morphology 　 and

biology（t，　c．3（3）， 161〜202（1932））を 発表 され ，学位を 得られた，そ の 他 こ の 時代 に 数

篇の 論文 を発 表 され て い る．1928 年 5，目稲作害虫の 天敵調査の た め・ホ ン コ ン ・ヒ リッ ピ

ン 群島 ， 仏領 イ ン ドシ ナ ， 蘭領 イ ン ド， マ レ ー連邦，海峡植民地およ び 英領 イ ン ドを 廻 ら

れ，ユ929年 12 月帰国 （6月 に
一

たん帰国さオ1虎 ），続 い て 翌 1930 年 7 月
〜1931 年 3 月に

シ ナ，ホ ン コ ン ，仏領 イ ン ドシ ナ，シ ャ ム ，マ レ
ー連 邦，海峡値民 地 お よ び ヒ リッ ピ ン 群

島 （以 上 地名は当時の ま ま） へ 出張さ れ た．

　東京府中の 高等農林の 教授 に なられて か らもい くつ か の 論文を発表 されて い るが ， 戦後

は新制大学へ の 切替えや 学部長の 要職 に つ か れ て ，研 究 は あ ま りな され な か つ た よ うで あ

る．わが 国の 大学や研究所の 多 くで はい わゆ る 出世 さ れ る と，雑用に 追われて 研究か らは

遠ざけられがちに な る現状 で は，い た しか た の な か つ た こ とで あろう．第二 次大戦中 1943

年 12　A　’“1945年 6 月 に 害虫調査の た めシ ン ガ ポ
ール

， ジ ャ ワ
，

ス マ 1・ラな ど を 廻られ た．

　停年 で 学校 をや め られ て か ら東京小金井の 植物防疫協会の 研究所 長 に 就任 され た が，い

ままで とは 違つ た お仕事なの で 大変気をつ か つ て お られ た よ うで あ？た．学 校 をや め られ

る 前に ミク ロ ネ シ ア の 小蜂 の 分類を ハ ワ イ の 博物館 か ら依頼 され て い て ，標 本が 悪 くて 記

載 しに くい と こ ぼ しな が ら，暇を見て は調べ て おられた ．今年 の 春 お 宅 に お伺 い した 時，

ほ とん どで き上つ た原稿 を見せ て い た だい たが ， こ れが先生の 遺稿 となつ て しまつ た．

　先生の 書 か れ た著書で は，害虫 防 除 の 実際（1936，養賢堂），農業昆虫学 （195G，養賢堂），

原色病害虫図鑑 ，
IV 果樹篇 （1958，北 隆館）　（河村頁之助氏 と共著） な どがあ り， 日本昆

虫図鑑 旧版 （1932），同改訂版 （1950， 北隆館）の 寄生蜂を 分担執筆 され た．先生はまた い

わ ゆ る趣味の 箆虫 に つ い て も 色 々 お書きに な つ て おられ る が ， 武蔵野昆虫記 （1935， 三 省

堂）や 南方昆 虫紀行 （1942 ， 大和書店）が代表的 な もの で あ ろ う．　 先 生は 油絵や 水彩 爾 の
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趣味を持つ て おられたの で，い くつ か の 虫 の ス ケ ッ チ が こ れ ら2書に取 り入 れ られ て い る．

　先生は 農事試験場時代は 当時の 木下周太部長か ら…番叱 られ た とい う講 りぐさが あ るが，

東京農工 大学の 教授に な られ て か らは 学生 の 間に 最も人気 の あつ た 先生とい わ れ て い る．

先生 ぶ つ た り学者ぶ つ た りす る こ とは大き ら い で ，酒は飲まれ な か つ た が 酒 好きの 門下生

連中の 話 に合わせ て ， 適当な Y 談などを披露 して は集つ た人を ユ
ー

モ ア の ふ ん い 気の 中 に

包 ん で 下 さつ た．

　農事試験場時代に 建て られ た東京杉並区和 泉町 の お宅 に は，か ね 夫人 と 長女の 百合子さ

ん がおられ ， 次女 の 万里 子 さん，三 女 の 陽子 さん は 良縁を 得 られ て とつ が れ て い る が，一

番弟子 の 森本象二 郎氏が 長女の 百合予 さん と 結婚して 石井姓を名の られ ，昆虫栄養 生 理学

の 第一線で 活 躍 され て い る．

　先生は 私 と顔を 合わ せ る と，日本 の 昆虫分類学をもつ と盛 ん に しなけれ ば い けな い と口

癖 の よ うに 申され，ま た 門弟の 中で の 分類学者が寥 々 た る の を 淋 しが られて おられ た が，

こ れ も昆 虫学が 各方面 に 非常に 拡が つ た 現在で は ， 時代の 流れ とで も言 うの で あ ろ うか．

会 報
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